
　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生
活での悩みなどの相談（無料、電話代は別）に、看護
師や社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライ
ン」（☎03−3562−7830）を開設しています。祝日を除い
て毎日午前10時から午後6時まで受け付けています。
相談時間は1人20分まで。予約は不要です。

　日本対がん協会は、専門医による面接相談および
電話相談（ともに無料）を受け付けています。いずれ
も予約制で、予約・問い合わせは月曜から金曜の午前
10時から午後5時までに☎03−3562−8015へ。相談の時
間は電話が1人20分、面接は1人30分（診療ではありま
せん）。詳しくはホームページ（http://www.jcancer.
jp/）をご覧ください。
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での検診精度が低くなるという課題が
ある。日本人女性の乳がん発症は40
代に入って急増し40代後半でピーク
となる特徴があり、この年代での新た
な検診方法を確立することが求められ
てきた。
　その方法として期待されるのがエコ
ーだ。すでに乳がん検診への導入も始
まっているものの、エコーを加えるこ
とで乳がんによる死亡率が減少するか
どうかを検証した大規模なRCTはな
かった。国は第３次対がん総合戦略研
究事業でがん対策のための戦略研究
J-STARTを立ち上げ、2006年度から
研究を進めてきた（２面に関連記事）。

非RCTを除いた７万2717人が解析対
象となった。マンモグラフィ検査だけ
のグループは３万5965人で、エコー
を加えたグループは３万6752人。発
見した乳がんは、マンモグラフィ検
査だけのグループは117人（発見率0.33
％）で、エコーを加えたグループでは
184人（同0.50％）。発見率はエコーを
加えたグループの方が1.5倍高かった。
　発見した乳がんのうち、０期とⅠ期
の早期がんは、マンモグラフィ検査だ
けのグループが79人だったのに対し、
エコーを加えたグループでは144人。
発見率はそれぞれ0.22％と0.39％で、
エコーを加えた方が1.8倍高かった。
　検診を受けてから次の検診を受ける
までの間に見つかる中間期がんは、マ
ンモグラフィ検査だけのグループの
35人に比べ、エコーを加えたグルー
プでは18人とほぼ半分だった。
　ただ要精検率は、マンモグラフィ検
査だけのグループでは8.8％（要精検者
3153人）なのに対し、エコーを加えた
グループは12.6％（同4647人）とやや高
かった。
　乳がん検診はマンモグラフィ検査が
国際標準だが、乳腺密度の高い40代

　国のがん対策戦略研究「乳がん検診
における超音波検査の有効性を検証す
るための比較試験（J-START）」の結
果が11月４日、英医学誌LANCETの
オンライン版で公表された。
　40代の女性約７万６千人の協力を
得て、マンモグラフィ検査を受けるグ
ループと、マンモグラフィ検査に超音
波検査（エコー）を加えたグループに無
作為に分けて比較。がん発見率は、エ
コーを加えた方が1.5倍高かった。と
くに早期がん（０期とⅠ期）の発見が
顕著で、発見率は1.8倍高かった。研
究チームは今後10年以上かけてフォ
ローし、がん検診が目的とする死亡率
減少効果を分析する。これほど多くの
人を対象にした乳がん検診の無作為化
比較試験（RCT）は欧米にも例がなく、
世界から注目されてきた。
　この研究は、大内憲明・東北大学大
学院医学系研究科教授を研究リーダ
ーに、全国23都道府県の42の検診・医
療・研究機関が進めてきた。日本対が
ん協会も「がん戦略研究推進室」を設
け、15の支部とともに参加した。
　研究での検診は2007年度に開始し
た。参加登録した７万6196人のうち、

「マンモグラフィ検査+超音波検査」で
がん発見率は1.5倍に

7万6千人が参加したJ-STARTの成果／英医学誌LANCETに発表／東北大など

参加登録 7万 6196 人
↓

マンモ単独 マンモ+エコー
割り付け 3万 6139 人 3 万 6859 人

↓ ↓
解析症例 3万 5965 人 3 万 6752 人
要精検数 3153 人 4647 人
（要精検率） （8.8％） （12.6％）
がん発見数 117 人 184 人
（がん発見率） （0.33％） （0.50％）
中間期がん 35 人 18 人
感度 77.0％ 91.1％
特異度 91.4％ 87.7％
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欠かせない死亡率減少効果の検証／研修体制の拡充も課題
　 世 界 で も 例 の な い 乳 が ん 検 診 の 大 規 模 R C T

（J-START）チームを率いている大内教授に聞いた。
――がん発見率が1.5倍になるという非常にインパク
トのある結果です。
　誤解されて困るのが、これでエコーが良いから検
診に導入だ、と思われること。エコー併用の方がマ
ンモグラフィ検査単独より感度及びがん発見率が高
く、対策型検診として導入される可能性はあるでし
ょう。しかし、死亡率減少効果はまだ出ていません。
検診の実施体制も整える必要があります。この体制
作りが重要なのです。
――どのような体制でしょうか。
　このような大規模な試験がうまく運営できたカギ
は、エコーによる乳がん検診の標準化でした。参加
登録の前に全国で研修を重ねましたし、エコーによ
る検診のプロトコールも作りました。10年程前にマ
ンモグラフィ検査を検診に導入する際、国が自治体
に助成金を出したり、学会等も精度管理を図ったり
して慎重に対応したのと同様に、エコーでも準備が
欠かせないのです。国と対がん協会が講習会を開く

です。特異度の低下にもつながっています。
　がん検診の不利益という点からは、要精検率を下
げる取り組みが重要です。エコーとマンモグラフィ
検査の所見を検討して総合的に判定することが不利
益の減少、精度管理につながると考え、総合判定マ
ニュアルも作りました。もちろんマンモグラフィ検
査は二重読影です。検診の信頼性を高めるには、マ
ンモグラフィ、エコーそれぞれのガイドラインと総
合判定マニュアルを守ることが欠かせません。日本
対がん協会の役割と責任は益々重要になるでしょう。

など、超音波検診ガイ
ドラインの遵守を徹底
させる必要がありま
す。
――今回の研究では要
精検率が高めになって
います。
　RCTなので、エコー
とマンモグラフィ検査
を独立して読んだから 大内憲明東北大学大学院教授

重点的に触れてほしい」と呼びかけた。
　その上で、西和賀高校の授業では、
①高齢化でがんは身近な病気になった
が、不治の病ではない②多くのがんは
予防と早期発見が大事③1人で抱え込
まず他人に相談することや思いやりの
気持ちが大事、の３点に絞って授業を
したことを報告した。
　有馬先生は、「児童が抵抗なく考え
られ、思いを語れるような授業、児童
が欲しい情報を分かりやすく伝え、こ
れからの生き方を考えられる授業を目
指した」と狙いを説明した。資料の選
択については悩んだと話しながらも、
がんの基礎知識や、がんが身近な病気
で予防や早期発見の大切さを教えたこ
とを報告した。
　日本対がん協会では、同様の取り組
みを徳島県でも実施するほか、道徳の
授業時間を活用したがん体験者による
講演会や、親子向けの禁煙教育などさ
まざまな切り口でがん教育のモデル授
業を実施している（５面に関連記事）。

だ」と話した。さら
に岩手県では、がん
検診の受診率は全国
的に高い水準にある
ものの50パーセン
トに届いておらず、
特に乳がん検診は近
年、受診率が低迷し
ている現状を説明
し、「これは授業でも

　これに先立つ８月、岩手県立西和賀
高校でがん教育のモデル授業が実施さ
れ（協力：日本対がん協会）、講師を務
めた順天堂大学大学院医学研究科の佐
瀬一洋教授が、同校での授業内容や今
後のがん教育の進め方について講演し
た。続いて西和賀町立湯田小学校の有
馬美保子教諭が、西和賀高校のモデル
授業を受けて、町内２つの小学校でが
ん教育を実施したことを報告した。
　佐瀬教授は、がんを患った自らの体
験を踏まえて、「教師の皆さんはまず、
命の尊さを生徒に教えてほしい。その
ためには、がん検診、がん予防が大事

　日本対がん協会は今年も各地の中学
や高校で出張授業を実施している。今
年はモデル授業の実施だけにとどまら
ず、がん教育の実践内容を県内全域に
広げる狙いで教職員向けの講習会や研
修会の開催に協力している。

佐瀬一洋教授が講演
　岩手県内の小中高教諭らを対象にし
た「岩手県学校保健講習会」が10月30
日、盛岡市で開かれた。参加者は、同
県の養護教諭を中心とした106人。が
ん教育などの実践内容を県内全域に広
げることが狙いだ。

岩手県で県内全域の教諭向け講習会各地でがん教育
の取り組み

県内各地から集まった教諭たち

J-START研究リーダー  大内教授に聞く
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た人もいて、ふだん言えないつらさを
涙ながらに語る場面もあった。
　同校も以前は荒れていた時期があ
り、山本武校長は「外の空気を入れ、
注目されることで生徒たちに自信を持
たせたくて、着任以来さまざまなイベ
ントや活動を積極的に実施してきまし
た」と話す。今回の公開講座でも、み
ずから教材を作成する熱心さだった。

もらうのが一番だと思った」「小学生で
はたばこ教育を素直に聞くがすぐ忘れ
る。高校ぐらいでもう一度やった方が
良い」などの感想や意見が出た。
　奥仲先生は「配慮の問題が良く言わ
れるが子どもは強いし、テレビなどの
過激な情報にさらされている。手術シ
ーンは集中力を保つためにも長めに入
れた」「以前、中学の文化祭で健康につ
いて調べ学習を発表した後のタイミン
グで講演をしたときは、とても反応が
良かった」など色々な工夫や参考にな
る取り組みを紹介していた。
　当日の授業の模様は千葉テレビや千
葉日報などで紹介された。

ん経験者の松田陽子さんの講演会を聴
くという２時限構成。
　各クラスでは学年毎の学習指導要領
に沿った各種教材の中から担任が教材
を選び、工夫を凝らした授業を行っ
た。中にはタレントの北斗晶さんが自
身の乳がん手術のことを公開したとき
のブログの文章を教材にするクラスも
あった。

　東京都東大和市の東大和市立
第五中学校で10月10日、日本
対がん協会の協力で道徳授業地
区公開講座「命を考える教室+
がん教育」が開催された。
　当日は特別支援学級を含む全
クラスでまず道徳の授業で各担
任ががんについて教え、その後
シンガー・ソングライターでが

　松田さんが自身の生い立ち
や、がんにかかりつらかった
日々を語る言葉は説得力があ
り、スリムな体に似合わないパ
ワーと気さくな語り口ですぐに
子どもたちの心をとらえた。
　講演会の後は30名以上の保
護者が車座になって意見交換会
を行った。中にはがんを経験し

　11月９日、千葉県立九十九里高校
でがん教育のモデル授業が開催され
た。今回の授業は保健講話としてがん
の教育を計画していた千葉県東金市の
山武健康福祉センターから相談を受け
て、日本対がん協会が企画協力して実
現した。
　講師は禁煙教育でも精力的に活動し
ている山王病院副院長の奥仲哲弥先
生。「十代からのがん予防　九十九里高
校篇」と題して３年生全員の143人に
向けて講演を行った。
　事前にアンケートをした結果、親な
ど同居者に喫煙者が多く、たばこの害
についての認識が低いことが分かった
こともあり、講義では一般的ながん予
防に加えてたばこの害についてもくわ
しく話した。
　奥仲先生はクイズ形式でがんの基礎
知識や、治療の種類、がん治療のオー
ダーメード化が進んでいること、身体
にやさしい抗がん剤も開発されつつあ
ることなどをわかりやすく解説。専門
である外科手術についても、低侵襲

　続いて生徒約260人と保護者が体育
館に集まり、松田さんの講演会を聴講
した。松田さんは若くして子宮頸がん
になり、うつ病も併発した経験を持
つ。その苦しみを克服して今は国連
UNHCR広報委員として世界の難民支
援や児童虐待防止、自身の経験を生か
した子宮頸がん検診の啓発活動などに
飛び回っている。

　講演の後に開かれた懇談会に
は、地元山武地域の教育委員や
保健師、近隣高校の養護教諭や
保健体育教諭、日本対がん協会
グループ千葉県支部などが参加
し、意見交換を行った。参加者
からは「がんの予防教育はやり
たいが、どうしたらよいかわか
らない。やはり専門家に話して

化が進んでおり、出血量もかつての
800ccから今は50cc程度に減っている
ことを説明すると、生徒から驚きの声
が聞かれた。手術動画を映した時の反
応が一番大きかった。
　たばこの害については、奥仲先生の
専門である肺がんの約半数の原因が喫
煙であること、喫煙者の手術は肺が癒
着していてカメラが入らないなど非常
に手術が難しくなることなど、具体的
な例を挙げての説明に生徒たちも聞き
入っていた。加えて九十九里高校では
卒業後就職する生徒が多いこともあ
り、喫煙者を採用しない企業が増えつ
つあることにも触れた。

やわらかい心に響く命の授業をがん経験者
の立場から 講師：歌手 松田陽子

東大和市立第五中学校

高校生の心に届くがん教育を模索 千葉県立九十九里高校
講師：山王病院副院長　奥仲哲弥

がん教育レポート

生徒の質問に答える松田さん

クイズに答える生徒たち
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んであったこともあり、医療関係者に
広く浸透していったことや、実行委員
会でがんサロンを開き、患者会ではな
いサロンが珍しかったことから医療関
係者や行政が見学に来たことなどで、
大勢の人たちに知ってもらえたからか
も知れません。またチームのメンバー
に家族連れなどが多くなり、一緒に楽
しめることが良いようです。
　一方で、継続する事の難しさも感じ
ています。しかし、会場で聞こえてく
るサバイバーさんの「今年もありがと
うね！」「学生さんが熱心に話を聞いて
くれて嬉しかった」「治療先の看護師さ
んに会ったよ」などと満面の笑みを浮
かべて話してくれる姿に、困難を乗り
越える力と喜びを感じています。

活動等を行っています。
　年一度の大会も同様に、「主役で
あるサバイバーさんが笑顔になれる
RFLに！」と、知恵を絞りアイデアを
出し合いながら、「必要な物は出来る
だけ手作りしよう」と準備していきま
す。準備は楽しく、実行委員の一体感
を生みながら、私自身、若い頃に戻っ
たように心弾む時間にもなります。
　こんな想いの詰まった大分のRFL
ですが、唯一の悩みが実行委員の減少
です。それを補うために様々な工夫を
してきました。年２～３回開催する
チームキャプテン会議で、RFLの趣
旨を理解していただいたり、「参加チ
ームはお客様ではない」という事から、
大会当日はチーム参加者に実行委員の
サポートをして頂く「チームサポータ
ー制」を作ったりです。受付やグッズ
販売、ルミナリエの設置や音響機器の
設営や撤収など、さまざまなサポート
をしていただいています。
　今年は6000人もの人たちが参加し
てくれました。ここまで広がったの
は、坂下さんが医療者でサバイバーさ

　「さかなさ～ん、まこさ～ん、まる
こさ～ん」。これは、2008年のリレ
ー・フォー・ライフ（RFL）大分実行委
員会立ち上げ当初より続いている「ハ
ンドルネーム」で仲間を呼び合うスタ
イルです。
　大分でRFLを立ち上げた坂下千瑞
子さんが、「職業や社会的地位などに
左右されることなく、誰でも気軽に参
加し、想いを自由に語り合い楽しめる
ような場にしたい」と始めました。
　RFLへの思いが強くなるにつれ、
時にその本質を見失いそうになること
もありますが、常に「誰のために、何
のために」を問い続けながら、月に一
度の『RFLJ大分がんサロン』や実行委
員会、さらに募金活動やRFLの啓発

サルタント峯口文治氏による講演「相
続と遺言・遺贈」。峯口氏は相続が発生
したときに必要な手続き、予想される
様々なトラブル・負担の実例や、遺言
が家族・相続人の精神的・物理的負担を
軽くすること、相続税対策と相続対策
は異なることなど、具体例を挙げて解
説した。その上で、遺言の内容を確実
に実現する「遺言執行者」として信託銀
行を活用することを勧めた。
　講演終了後には質疑応答の時間が設
けられ、参加者から「信託銀行によって
費用は変わるのか」「遺言書はどのよう
に保管されるのか」など次々と質問が
出され、終了時間が過ぎるほどだった。
　「遺贈セミナー」は来年３月18日に
大阪でも開催される。お問い合わせ
は☎03-5218-4771 日本対がん協会企
画・事業チームまで。

多く示し、がんが世界的な健康上の問
題であることや、がん対策・がん治療
などについてわかりやすく解説。その
上で、がんにならない生活習慣を続け
ることや、がん検診・早期発見の重要
性を強く訴え、参加者たちは熱心に聞
き入った。
　第２部は三井住友信託銀行財務コン

　日本対がん協会は11月13日、東京・
千代田区の有楽町朝日ホールにて「遺
贈セミナー」を開催した。
　遺贈とは、遺言書によって自身の財
産の受取人や内容を指定すること。遺
贈は遺言書を残すことによって可能に
なり、「個人の遺志」として民法が定め
る法廷相続の規定よりも優先される。
ここ数年、自分の死後に財産をがん征
圧に役立てて欲しいと遺贈を希望する
問い合わせが増えていることや、相続
税の基礎控除が引き下げられたことも
あり、相続税対策としても関心が高ま
っている。
　セミナーは２部構成で行われた。
　第１部は日本対がん協会の垣添忠生
会長による講演「がんと人間と社会」。
垣添会長は、自身や妻のがん体験を交
えながら、具体的なデータや写真を数

「遺贈セミナー」を開催 ３月18日に大阪でも
Topics

熱心にメモをとる参加者も

誰もが気軽に参加して、自由に想いを語り合える場に
リレー・フォー・ライフ・ジャパン（RFLJ）大分実行委員会　山本克枝

仲間と一緒に（後列右が筆者）

ラストウォーク
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意識してもらい、健康行動に移しても
らえるよう、財団職員一同「けんぞう
くん」とともに一層の努力をしている。
　また、健康づくり部で生まれ育てて
いる「けんぞうくん」は兵庫県健康財団
のマスコットキャラクターとして今
春、商標登録出願をし、鼻ではなく首
をなが～くして結果を待っている。引
き続き、健康増進やがんなどの予防に
関する知識や情報を提供し県民の皆様
が健康への意識や行動を高められるよ
う頑張りたい。

くるアイデアが出された。
　名前は異議なし！でも「肝心のキャ
ラクターをどうするの」「けんぞうくん
っていうゾウ！！」と満場一致で早速
イラストを描きはじめ、「けんぞうく
ん」を誕生させた。
　職員の、現状に対する問題意識、何
とかしようとする前向きな姿勢、枠に
とらわれない自由な発想、日頃の豊か
なコミュニケーションにより、５歳の
元気な男の子（子象）「けんぞうくん」が
誕生し、健康づくりグッズ、健診・研
修会の案内チラシ等、現在、県内各地
で活躍中である。メモ帳やティッシ
ュの表紙を飾る「けんぞうくん」は子ど
もの目を引き、親や祖父母世代をはじ
め、県民の皆様の健康情報ナビゲータ
ー役になっている。
　「けんぞうくんといえば兵庫県健康
財団！」「兵庫県健康財団といえばがん
検診！」「兵庫県健康財団は健康づくり
のよきパートナー♪」と県民の皆様に

戦」の一翼を担い、「健康ひょうご21
県民運動」を県民の皆様とともに展開
し、生活習慣病・がんを含む疾病予防
等の講演会やイベント、人間ドックを
含む健康診断等、健康増進施設の運営
等を通じて、健康づくり全般に関する
事業を一丸となって取組んでいる。
　健康づくり部では、死因１位である

「がん」の早期発見・早期治療に向けた
検診や若い時からの生活習慣病の予防
など、健康に関心が薄い層にも健康情
報に目を向けてもらいたいという強い
思いを持っていた。
　そこで世間の「ゆるキャラブーム」に
乗り、当財団のマスコットとして、健
康増進を推進する「けんぞうくん」をつ

　（公財）兵庫
県健康財団
は、健康日本
2 1の兵庫県
版「健康ひょ
うご2 1大作

ておいしいの」「たばこを吸って、どん
な意味があるの」といつもながら鋭い
質問が飛び出し、お父さんたちを苦笑
させていた。
　同教室はがん教育の出張授業と合わ
せて、DVD化が予定されている。

ちの曇りのない目でとらえた大人の姿
や、ぐさりと来る鋭い質問や反応には
毎回新鮮な驚きがあるという。
　今回は家族全員で参加した親子が多
く、喫煙者のお父さんにたばこを止め
させたいというお母さんの願いに応え
て、随所でお約束の「お父さんいじり」
も織り交ぜながら、たばこの害の深刻
さ、どうして手術が難しくなるのか、
がんとの関係、たばこ病ってどんな病
気、などをわかりやすい画像やグラフ
を使ってテンポよく解説した。特にま
だあまり知られていないたばこの依存
性について詳しく解説し、「やめられ
ない人を責めないでみんなが励まして
あげて」と呼びかけた。
　会場の子どもたちからは「たばこっ

　日本対がん協会主催、朝日学生新
聞社後援の朝小健康教室「親子でたば
こについて考える」が、11月７日、東
京・中央区の朝日新聞東京本社レセプ
ションルームで開催された。
　講師は同協会のがん教育の出張授業
でもおなじみの山王病院副院長奥仲哲
弥先生（２面に関連記事）。奥仲先生
は肺がんを専門とする呼吸器外科医
で、過去に行った肺がんの手術数は
3000件を超す。日々肺がんや肺気腫

（COPD・たばこ病）に苦しむ人を目の
当たりにして、禁煙教育の重要性を痛
感、たばこの害をわかりやすく解説す
る講演は100回を超えている。
　そんな奥仲先生が「一番面白い」と話
すのがこの朝小健康教室だ。子どもた

親 子 で 楽 し く 禁 煙 を

朝小健康教室「親子で煙草について考える」
映 像 教 材 化 進 行 中

Topics

子供に話しかける奥仲先生

はーい座布団一枚！ 兵庫支部から　
「けんぞうくん」で健康増進 公益財団法人兵庫県健康財団 健康づくり課　小林ひとみ

けんぞうくんグッズ
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　2013年度　がん検診の実施状況から（最終回）　◇子宮頸がん

■支部別受診状況
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がん細胞をサポートしていると思われ
る様子が観察された事から、がん組織
における中皮細胞をおとなしくさせれ
ばがんの抑制に有効ではないかと考え
て研究を進めたいと思っています。
　がん細胞の共存下で中皮細胞が活発
になる分子機構を調べ、そこから選別
する分子標的治療により、中皮細胞を
鎮静化するツールを見出せれば、従来
の抗がん剤との併用で治療効果が上が
る事を期待しています。

るような所見が
観察され、がん
の進展を助けて
しまっている側
面が示唆されま
した。
　他の場面で
も、中皮細胞が

命と考えています。「妊娠期がん」の診
療には従来の枠にはまらない、がん
腫、診療科、職種、病院の壁を超えた
チームが必要です。
　RFLJのお力をいただき、本研究が
実現することに感謝いたします。

望を与えたい
というのが研
究者の思いで
す。
　母と子二つ
の命をつな
ぎ、救うこと
が本研究の使

の表面には中皮細胞が並んでいます。
がん細胞が腹膜に接着して広がってゆ
く播種の過程では、がん細胞はこの中
皮細胞とまず接触するため、中皮細胞
のがん組織の形成における役割をよく
研究する事が重要だと認識されていま
す。
　がんの進展に伴う中皮細胞の動きや
広がりを観察しやすいように、中皮細
胞が蛍光で光る遺伝子改変マウスを用
いて調べていたところ、腹膜の中皮細
胞は静止した状態を保っているわけで
なく、アクティブに移動する事が分か
りました。
　例えばスキルス胃がんが腹膜に接着
して腹壁などに浸潤する部位を見る
と、腹膜表面にいた中皮細胞はむしろ
がん細胞よりも先に腹壁の中に侵入を
始め、がん細胞の浸潤をガイドしてい

の発育に関しても安全性の報告が行わ
れています。
　しかしながら、日本における妊娠期
がん診療の診療体制は十分とは言えま
せん。
　そこで、本研究では「妊娠期がんホ
ットライン」を開設し、全国から妊娠
期がんの相談、患者さんの受け入れを
行いたいと考えています。また、近隣
施設と連携して「妊娠期がん診療ネッ
トワーク」を構築し、適切ながん治療
と周産期管理の両立を目指します。
　子供を授かるという最高に幸せな瞬
間と、がんの発症という命の危機を同
時に抱える妊婦さんと、その家族に希

　この度、リレー・フォー・ライフ・ジ
ャパン プロジェクト未来の研究助成
に「中皮細胞の鎮静化による消化管癌
の浸潤・播種抑制療法の開発」という課
題で採択いただき、ありがとうござい
ます。
　私は医学部卒業後、消化管がんを中
心とした病理学講座に所属してきた経
緯から、研究面でも胃がん・大腸がん
をテーマにした内容が多い現状です。
胃がんの中でも比較的若年に多く、予
後が悪いタイプとしてスキルス胃がん
が存在します。強い線維化反応を伴う
ため、硬がんともいわれるスキルス胃
がんは浸潤性が高いため、胃壁から腹
腔内にがん細胞が散布される腹膜播種
を起こしやすい事が、難治性の原因に
なっています。腹膜はほとんどの腹部
内臓を覆っているシート状の膜で、そ

　このたびは、研究助成対象に選出し
ていただき、ありがとうございまし
た。本研究では、「妊娠期がん」という
がん領域の中でもまだ未整備な問題に
取り組む予定です。
　妊娠中にがんが発症する状態を「妊
娠期がん」と呼びます。海外の報告で
は1000妊娠に１人の頻度でがんが併
発していると言われています。かつて
はがん治療と周産期管理の両立は困難
とされてきましたが、現在では適切な
腫瘍学的マネージメントと、周産期管
理により、妊娠を継続しながらがん治
療を継続することが可能となっていま
す。また在胎時に薬物療法を受けた児

2015年度RFLJ「プロジェクト未来」研究助成金を採択して
　リレー・フォー・ライフに寄せられる寄付をもとにがん研究を支援するリレー・フォー・ライフ・ジャパン　「プロジェ
クト未来」の2015年度の採択者を代表して、２件の研究の申請者からメッセージをいただいた。患者や家族、支援者
の夢や希望を実現するような研究が進むことを期待したい。

国立がん研究センター中央病院　乳腺・腫瘍内科　北野敦子

秋田大学大学院医学系研究科分子生化学講座　田中正光

―  母と子ふたりの命を救う！  ―
『妊娠期癌ホットラインおよび診療ネットワーク開発に関するアクションプラン』

消化管がんのあらたな治療法の開発を目指して
Ⅰ分野（基礎研究・臨床研究）

Ⅱ分野（患者・家族のケアに関する研究）


